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内閣総理大臣演説等

第百四十三回国会における小渕内閣総理大臣所信表明演説

平成十年八月七日

（はじめに）

　この度、私は、内閣総理大臣に任命されました。重責を担う身として、わが国が直面する重大な事態を
直視するとき、「今日の勇気なくして明日のわが身はない」との感を強くしております。全身全霊を打ち
込んで国政に取り組んでまいります。

　現下の最大の問題は、長期化する景気の停滞と金融システムに対する信頼の低下であります。先の参議
院議員通常選挙において示されたのは、国民が何よりもまず、わが国の経済情勢を極めて深刻に感じ、そ
の一日も早い回復を願っているということでありました。私は、こうした国民の声を真摯に受け止め、こ
の内閣を「経済再生内閣」と位置づけ、果断に取り組んでまいります。日本の金融システムが健全に機能
し、日本経済が再生することこそ、アジアを始めとする世界に日本が貢献する最大の道であります。

　今日のわが国経済の危機的状況を乗り越えるためには、国民の叡智を結集することが何よりも重要で
す。このため、私に直属する「経済戦略会議」を設置し、民間の方々や経済専門家を中心に検討していた
だくこととしました。その上で、最終的な政策は、私自らが決断、実行してまいります。また、私は、勤
労者、中小企業の経営者の皆様などを始めとする国民の生の声に直接耳を傾け、私の考えをお話しする機
会を、できる限り設けてまいります。

　今日、わが国は、急速な少子高齢化、情報化、国際化などが進展する中で、大きな変革期に直面してお
ります。国民の間に、わが国経済・社会の将来に対する不安感が生まれています。政治は、国民の不安感
を払拭し、国民に夢と希望を与え、そして国民から信頼されるものでなければなりません。私は、この難
局を切り拓き豊かで安心できる社会を築き上げるため、政治主導の下、責任の所在を明確にしながらス
ピーディーに政策を実行してまいります。

　国民の皆様並びに議員各位のご支援をお願いいたします。

（日本経済再生に向けた決意）

　日本経済再生のために、まず成し遂げるべきことは、金融機関の不良債権問題の抜本的な処理でありま
す。「金融再生トータルプラン」に基づき、いわゆるブリッジバンク制度を早急に具体化するとともに、
不動産担保付き不良債権に係る債権債務関係を迅速・円滑に処理するための組織・手続の整備などを図っ
てまいります。そのための所要の法案を既に今国会に提出し、関連する議員立法法案も提案されていま
す。私は、預金者保護に万全を期し、金融再生までの期間を可能な限り短くすることを基本に据え、金融
機関の不良債権処理に当たります。法案の速やかな成立にご理解とご協力をお願いいたします。

　資金は社会の血液であり、その循環をつかさどる金融機関は、心臓の役割を担っております。このた
め、部分の破綻が金融システム全体の危機を招くおそれがあります。私は、システム全体の危機的状況は
絶対に起こしません。金融再生トータルプランの実行に伴い、金融システムの再生のために公的資金を活
用することとなりますが、その必要性について国民の皆様のご理解をいただけるよう、内閣を挙げて責任
を持って取り組みます。他方、金融機関は、国際的に通用する水準での情報開示を進め、自ら再編やリス
トラに果敢に取り組むことが必要です。破綻した金融機関の経営者に対しては、経営責任、更には民事・
刑事上の厳格な責任が問われるべきであります。善意かつ健全な借り手に対しては十分に配慮する一方
で、悪質な借り手については、その責任が厳しく追及されることは当然であります。私は、将来にわたり
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わが国社会が丈夫な「心臓」を持ち、隅々まで「血液」が行き渡るよう、金融システムの再生を図るとと
もに、いわゆる貸し渋り対策にも引き続き積極的に取り組んでまいります。金融機関相互の「垣根」の解
消を目指し、利用しやすく信頼できる市場・制度の整備を進めるための金融システム改革は、「円の国際
化」の観点からも重要な取組であり、今後とも推進してまいります。

　わが国の厳しい経済情勢を直視し、私は、財政構造改革法を当面凍結することとし、そのための法案を
次の通常国会に提出します。また、景気回復に向け、政治が主導して全力を尽くすことを内外に明らかに
するため、平成十一年度予算案の概算要求の基本方針は、財政構造改革法の凍結を前提として設定しま
す。他方、将来の世代のことを考えるとき、中長期的な財政構造改革の必要性が否定されるものではあり
ません。国鉄長期債務の処理、国有林野事業の債務の処理を含めた抜本的改革は、もはや先送りの許され
ない状況にあり、継続審議となっている関連法案について、速やかな成立にご協力をお願いいたします。

　さらに私は、一刻も早い景気回復を図るため、平成十一年度に向け切れ目なく施策を実行すべく、事業
規模で十兆円を超える第二次補正予算を編成いたします。その際、公共投資のあり方について、景気回復
への効果を踏まえるとともに、従来の発想にとらわれることなく、二十一世紀を見据えた分野に重点化す
るなど、その見直しを行ってまいります。

　また、経済構造改革の推進は、経済の供給サイドを強化し、産業の高コスト構造の是正を図りながら、
中長期的な成長を高めることとなり、極めて重要です。米国や一部の欧州諸国の経済が八十年代以降再生
した過程も範としながら、規制緩和、行政改革、公的部門の民営化、税制改革等の施策を推進し、研究開
発の振興を図り、優れたアイディアに人材、資金、技術が絶えず集まることを通じ、新たな産業が活発に
生まれ、海外からもわが国の魅力的な事業環境を目指して企業が進出してくる社会を創ってまいります。
ベンチャー企業を始めとする新規事業の育成・振興についても、強力に推進してまいります。

　税制については、わが国の将来を見据えたより望ましい制度の構築に向け、抜本的な見直しを展望しつ
つ、景気に最大配慮して、六兆円を相当程度上回る恒久的な減税を実施いたします。個人所得課税につき
ましては、国民の意欲を引き出せるような税制を目指し、所得税と住民税を合わせた税率の最高水準を五
十パーセントに引き下げます。景気の現状に照らし、課税最低限は引き下げる環境にないと考えており、
減税規模は四兆円を目途とします。法人課税につきましては、わが国企業が国際社会の中で十分競争力が
発揮できるよう、総合的な検討を行い、実効税率を四十パーセント程度に引き下げます。所得課税の改正
は来年一月以降、法人課税の改正は来年度以降、それぞれ実施することとし、関連法案を次の通常国会に
提出するよう準備を進めます。減税の財源としては、徹底した経費の節減、国有財産の処分などを進めな
がら、当面は赤字国債を充てることといたします。長期的には、今後の経済の活性化の状況、行財政改革
の推進等と関連づけて検討すべき課題だと考えております。

　現在の雇用情勢は極めて厳しい状況にあります。雇用の確保に万全を期すとともに、雇用の先行き不安
を払拭するため、産業構造や雇用慣行の変化に対応した能力開発対策、雇用環境の整備を積極的に進め、
国民が希望に応じ多様な働き方ができるようにしてまいります。また、雇用の拡大・創出を目指し、今後
成長が期待される情報通信、医療・福祉、環境等の分野における新規産業の創出に向け、信頼性の高い高
速情報通信ネットワークの構築や利用技術の開発などに取り組んでまいります。併せて、わが国雇用の約
八割を占める中小企業の基盤強化、経営革新を強力に進めてまいります。

　以上申し上げました政策を実行し、一両年のうちにわが国経済を回復軌道に乗せるよう、内閣の命運を
かけて全力を尽くす覚悟であります。

（より良い社会の実現と構造改革の推進）

　経済・社会のグローバル化、少子高齢化の急速な進展などを踏まえ、大量生産型近代工業社会に向かっ
て整えられたわが国の社会システムを、二十一世紀における知恵の時代にふさわしいものに変革していく
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ことも、私の使命であります。橋本内閣が推進してきた基本理念を踏まえ、諸改革を進めてまいります。

　行政改革については、先の通常国会で成立した中央省庁等改革基本法に基づき、政治主導の下、二〇〇
一年一月の新体制への移行開始を目標として、来年四月にも所要の法案を国会に提出することを目指しま
す。このスケジュールは決して後退させません。併せて、独立行政法人化等や業務の徹底した見直し、事
前規制型から事後チェック型への行政の転換を基本とする規制緩和、地方分権の推進を通じ、中央省庁の
スリム化を図ります。以上の取組の結果として、十年の間に、国家公務員の定員は二十パーセント、コス
トは三十パーセントの削減を実現するよう努力いたします。また、地方分権推進計画を踏まえた関連法案
を次の通常国会に提出するなど、国と地方の役割分担、費用負担のあり方を明確にしながら地方分権の一
層の推進を図るとともに、地方公共団体の体制整備、行財政改革への取組を求めてまいります。これは、
地域の活性化、均衡ある国土の発展のためにも、極めて意義のあることであります。国民に開かれた行政
の実現を図ることも重要な課題です。継続審議となっている情報公開法案について、速やかな成立にご協
力をお願いいたします。また、行政、そしてリーダーシップを持って行政を指揮する立場にある政治のい
ずれもが、国民からの信頼を確保するため、先の国会に議員立法としてご提案いただいた政治改革関連法
案や国家公務員倫理法案について、その早期成立を期待いたします。

　安全な国民生活や公正な経済活動の基礎を支える司法制度について、国民がより利用しやすいものとす
るため、制度全般の改革を進めてまいります。

　また、現在のように急激に少子化が進むと、国力の源である人口の減少につながり、将来の社会・経済
に深刻な影響を与えます。子育ての経済的・肉体的・精神的な負担、職業との両立困難、住宅問題など、
様々な制約を取り除き、個人が望むような結婚や出産などが選択できる環境を整備することは、社会全体
で取り組むべき課題です。政府としても、子育てに携わっている若い世代など幅広い人々の参加の下で
「少子化への対応を考える有識者会議」を設け、議論を始めました。結婚や出産に夢を持てる社会を築く
ことは、時代を超えた非常に難しい課題でありますが、国民各層の知恵を合わせ、展望を切り拓いていき
たいと考えております。これは、男女が共同して参画する社会を創り上げていく上でも重要な課題であ
り、そうした社会を実現するための基本となる法律案を、次の通常国会に提出いたします。

　社会保障制度は、お年寄りを始めとする全ての国民の生活の拠り所となるものであり、極めて重要なも
のであります。こうした機能を的確に果たしながら、少子高齢化の進展等による国民負担の増加が見込ま
れる中で効率的で安定した制度が構築できるよう、改革を進めてまいります。とりわけ医療、年金につい
ては、将来にわたり国民皆保険・皆年金体制を維持していけるよう、具体案を提示して国民的議論を十分
尽くしながら、制度全体の抜本的な見直しを図ってまいります。また、民間活力も活用しながら、介護保
険制度の円滑な実施を進めてまいります。

　次代を担う子供たちがたくましく心豊かに成長する、これは二十一世紀を確固たるものとするための基
本であります。このため、まず、子供たちが自分の個性を伸ばし、自信を持って人生を歩み、豊かな人間
性を育むよう、「心の教育」を充実させるとともに、多様な選択ができる学校制度を実現し、現場の自主
性・自律性を尊重した学校づくりや、国際的に通用する大学を目指した大胆な大学改革を推進するなど、
教育改革の推進に引き続き力を注いでまいります。家庭特に父親や、地域社会にも積極的な役割を果たし
ていただきたいと考えております。

　また、都市政策に力を注ぐとともに、農林水産業と農山漁村の発展を確保するため、食料・農業・農村
に係る新しい基本法の制定に向けた検討を進めるなど、農政の抜本的な改革にも積極的に取り組んでまい
ります。

　国民的な関心事項である地球環境問題に関しては、六月に取りまとめた「地球温暖化対策推進大綱」の
着実な実施などを図ってまいります。身近な不安となっているダイオキシン問題については、その排出削
減や調査研究を進め、いわゆる環境ホルモンの問題については、人の健康への影響等に対する科学的な解
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明を進めるとともに、化学物質の安全管理のための新たな法的枠組みの導入を検討します。また、和歌山
市で発生した毒物混入事件など国民の日常生活に不安を与える治安問題に断固として対応するのはもちろ
んですが、組織犯罪、コンピューターへの不正アクセス等を手段とするハイテク犯罪などに的確に対処す
るための対策も推進してまいります。

（外 交）

　内政と外交は、表裏一体であります。現在わが国は困難な状況に直面しておりますが、わが国に期待さ
れる責任を適切に果たすため、日本の安全と世界の平和の実現に向け、国際社会における地位にふさわし
い役割を、積極的かつ誠実に果たしてまいります。

　日米関係は、引き続きわが国外交の基軸であり、安全保障、経済等広範な分野で良好にして強固な二国
間関係を築くとともに、国際社会の諸問題に協力して取り組んでいくことが重要です。私は、国会のご了
承が得られれば、九月にもクリントン大統領と会談の機会を持ちたいと考えております。また、継続審議
となった「日米防衛協力のための指針」関連法案等の成立・承認、米軍の施設・区域が集中する沖縄が抱
える問題の解決は、新内閣においても引き続き重要課題です。ＳＡＣＯ最終報告の内容の実現を図り、併
せて沖縄の振興を図るため、沖縄県の協力と理解の下、政府として全力を挙げて取り組んでまいります。

　日露関係の改善について、私は、橋本前総理が築かれた成果を踏まえ、様々な分野における関係を強化
しながら、二〇〇〇年までに東京宣言に基づいて平和条約を締結し、日露関係を完全に正常化するよう全
力を尽くしてまいります。できればこの秋に、私自ら訪露し、エリツィン大統領と会談いたしたいと考え
ております。

　わが国外交の最大の課題であるアジア太平洋地域の平和と安定のため、この地域だけでなく、世界経済
に不安定感を与えるアジア各国の通貨・金融市場の混乱に対しては、ＩＭＦを中心とする国際的な枠組み
を基本としながら、真剣に対応してまいりました。今後ともアジア各国の経済回復のため、できる限りの
支援を実行し、主導的な役割を担ってまいります。

　本年は日中平和友好条約締結二十周年であり、九月には江沢民国家主席の訪日が予定されています。日
本と中国は、アジア太平洋地域全体の安定と繁栄に責任を有する国家として、単なる二国間関係にとどま
らず、国際社会にも目を向けた対話と交流の一層の発展を図らねばなりません。また、韓国との関係で
は、この秋の金大中大統領の訪日を控え、二十一世紀に向けて新たな日韓パートナーシップの構築を目指
すとともに、漁業協定締結に向けて努力を続けます。北朝鮮については、諸懸案の解決に努めつつ、朝鮮
半島の平和と安定に資する形で日朝間の不正常な関係を正すよう、韓国等とも連携しながら取り組んでま
いります。

　国際社会の平和と安定への貢献も重要な課題であります。先日、私が外務大臣の時にタジキスタンに派
遣した秋野豊さんを始めとする四名の方が非業の死を遂げられました。言葉では言い表せないほど悲しい
事件であり、謹んでお悔やみを申し上げます。この犠牲を無駄にすることなく、国連平和維持活動に参加
する方々の安全を確保するため、「国連要員等安全条約」の早期発効に向けて各国に積極的に働きかけて
まいります。また、カンボディアにおける中田さん、高田さんの貴重な犠牲にも思いをいたしながら、国
連職員の安全対策のため、国連に対し、いわば「秋野ファンド」として、資金を拠出することとしたいと
思います。

　先般、インドとパキスタンが核実験を行いました。唯一の被爆国として非核三原則を堅持し、核軍縮・
不拡散政策を推進してきたわが国としては、全く容認できない行為です。従来から機会あるごとに、国際
社会に対しわが国の考え方を訴えてまいりましたが、今後とも、八月末に発足する「核不拡散・核軍縮に
関する緊急行動会議」等を通じ、不拡散体制の堅持・強化、核軍縮の促進、更には核兵器のない世界を目
指した現実的な取組につき、世界に向けイニシアティヴを発揮してまいります。いわゆる対人地雷禁止条
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約については、できるだけ早い発効のため、わが国としても可能な限り早期の締結に努力いたします。ま
た、国連が時代の要請に適合した役割を果たすため、わが国の安保理常任理事国入りの問題を含め、国連
改革の実現が必要と考えます。

　外交は、単に政府だけの取組ではその実は上がりません。国民の皆様のご理解とご支援をいただきなが
ら、私のモットーである「国民と共に歩む外交」を推進してまいります。

（むすび）

　わが国の経済と社会は、依然として力強い基礎的条件を有しております。近年、対外資産残高は対外負
債残高を上回り、純資産残高はおよそ一二〇兆円と高水準のプラスであります。高い貯蓄率に支えられた
豊富な個人金融資産は概ね一、二〇〇兆円、また年間のＧＤＰは五〇〇兆円を超え、いずれも世界第二位
の規模であります。以上の数字から判断されるとおり、日本の経済的な基礎条件は極めて強固です。他
方、社会秩序は良好であり、国民の教育水準、勤労モラルは極めて高い水準にあります。日本は、社会的
にも実に強固な基盤を有しております。国民の皆様には、日本という国に自信と誇りを持っていただきた
いのです。

　こうした力強い基盤を持つわが国は、現在の厳しい状況を乗り切れば、再び力強く前進すると考えま
す。私は、この国に「今日の信頼」を確立することで、「明日の安心」を確実なものといたします。

　二十一世紀を目前に控え、私は、この国のあるべき姿として、経済的な繁栄にとどまらず国際社会の中
で信頼されるような国、いわば「富国有徳」を目指すべきと考えます。来るべき新しい時代が、私たちや
私たちの子孫にとって明るく希望に満ちた世の中であるために、「鬼手仏心」を信条として、国民の叡智
を結集して次の時代を築く決意であります。私は、日本を信頼と安心のできる国にするため、先頭に立っ
て死力を尽くします。

　国民の皆様並びに議員各位のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。


